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愛知工科大学自動車短期大学研究費の運営及び管理に関する規程 

 

平成２７年４月１日制定 

 

（目的） 

第１条 この規程は、愛知工科大学自動車短期大学（以下「本学」という。）において教育研究活

動に携わる教員及び事務職員並びに研究員・学生（以下「研究者等」という。）の一般研究費及

び研究助成金（以下「研究費」という。）による教育研究の推進と支援に資するため、適正な執

行と管理体制の強化を図ることを目的とする。 

（最高管理責任者・統括管理責任者・コンプライアンス推進責任者） 

第２条 本学において、研究費を適正に運営及び管理するために、最高管理責任者、統括管理責

任者及びコンプライアンス推進責任者を置き、其々の責任と任務は次のとおりとする。 

 一 最高管理責任者は、本学全体を統括し、研究費の運営及び管理について最終責任を負うも

のとし、学長をもって充てる。 

 二 統括管理責任者は、最高管理責任者を補佐し、研究費の運営及び管理について全体を統括

する実質的な責任と権限を持つものとし、学科長をもって充てる。また、不正使用の防止対

策の組織横断的な体制を統括する責任者として、基本方針に基づき、本学全体の具体的な対

策を策定・実施し、その実施状況を最高管理責任者に報告しなければならない。 

三 コンプライアンス推進責任者は、コンプライアンス教育の受講管理、競争的資金等の管理・

執行のモニタリング・改善指導を行うものとし、学科長補佐をもって充てる。また、基本方

針に基づき、各学科等における具体的な対策を実施し、その実施状況を統括管理責任者に報

告しなければならない。 

 四 最高管理責任者は、統括管理責任者が責任を持って研究費の運営及び管理が行えるよう、

また、コンプライアンス推進責任者の活動を支援するよう、適切にリーダーシップを発揮し

なければならない。 

（組織体制） 

第３条 本学の研究費を適正に運営及び管理する組織として、最高管理責任者の下に研究費不正

防止対策推進室（以下「推進室」という。）を設置する。 

２ 推進室の室長は、事務局長をもって充てる。 

３ 推進室は、室長のほか、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 一 学科長 

 二 会計課長 

 三 庶務課長 

 四 その他室長が指名する者 若干名 

４ 推進室は、研究費の不正防止に関し、次の各号に掲げる業務を行う。 

 一 研究費の不正防止計画案の策定に関すること。 

 二 研究費の不正防止計画の実施に関すること。 

 三 研究者等の意識向上を図るための方策。 

 四 コンプライアンスに係る研修会等の企画に関すること。 
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 五 その他研究費の不正防止に関すること。 

５ 推進室の事務は、関係部署の協力を得て、事務局庶務課において行う。 

（研究費の不正防止計画の策定） 

第４条 最高管理責任者は、研究費を適正に運営及び管理し、不正を発生させる要因を把握し、

研究費の不正防止計画を策定し、全学に周知徹底や啓発活動を行い意識の向上に努めるものと

する。 

２ 前項に規定する研究費の不正防止計画は、モニタリングの結果やリスクが顕在化したケース

の状況等を活用し、必要に応じ見直すものとする。 

（研究費の不正防止計画の実施） 

第５条 統括管理責任者は、研究費の不正防止計画の実施にあたり、研究者等の教育研究活動に

支障を及ぼすことの無いように配慮しなければならない。 

２ 研究者等は、研究助成金による教育研究の推進と研究活動を開始する前に、別紙様式 1の「研

究助成金の運営及び管理に関する誓約書」を最高管理責任者に提出しなければならない。 

（相談窓口） 

第６条 本学の研究費に係る事務処理手続きに関し、明確かつ統一的な運用を図るために、事務

局会計課に相談窓口を設置する。 

２ 本学における研究費の不正使用に関する通報及び告発に対応するため、事務局庶務課に通報・

告発窓口を設置する。 

(調査) 

第７条 不正使用に関する調査については、「愛知工科大学自動車短期大学における研究活動の

不正行為の防止に関する規程」の定めるところによる。 

（事実確認） 

第８条 研究費の執行に係る事実確認は、事務局会計課において行う。 

２ 物品の購入に際しては、購入に係る検査を適正に実施するため、納品時に検収を要するもの

とし、検収を行うために物品検収窓口を事務局会計課に置く。 

（物品検収） 

第９条 研究費による物品等の購入は、事務局会計課担当職員による検収を受けなければならな

い。 

２ 旅費、謝金等の取扱いについては、必要書類を事務局庶務課若しくは会計課の担当職員に提

出し、事実確認は事務局会計課長が担当する。 

（監査） 

第１０条 最高管理責任者は、推進室に対して研究費の適正な管理のため、次の各号について内

部監査を実施させるものとする。 

 一 会計書類上の監査の他、会計処理等の体制不備の検証や必要に応じて関係者へのヒアリン

グ等 

 二 不正使用の発生に応じた検証 

２ 推進室は、前項の内部監査の実施に当たって、学校法人電波学園監事及び同会計監査人と連

携するものとし、その内容を理事会等においても報告するものとする。 

３ 最高管理責任者は、内部監査の実施にあたって、必要に応じて監査員を推進室以外の者に指
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名できるものとする。 

４ 推進室長は、内部監査の結果を、速やかに最高管理責任者並びに総合企画会議等に報告する

ものとする。 

（その他） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、学長が定めるも

のとする。 

 

附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、２０２０年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、２０２２年４月１日から施行する。 

２ この規程施行後は、従前の「愛知工科大学自動車短期大学研究費の管理・監査に関する規程」

は「愛知工科大学自動車短期大学研究費の運営及び管理に関する規程」となった。 
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（参 考） 

研究活動・研究費の不正（使用）に係る相談・通報窓口 

 

 

 

研究助成金使用

に関する事案 

相談窓口 

会計課 

（ Tel:2121 ・

2123） 

研究費に係る事務処理手続き

の相談窓口 

通報窓口 
庶務課 

（Tel:2128） 

研究費の不正使用に関する通

報及び告発窓口 

物品検収に関す

る事案 
検収窓口 

会計課 

（ Tel:2121 ・

2123） 

研究費による物品の購入 

旅費、謝金等の

取扱い事案 
確認窓口 

会計課 

（Tel:2121） 
事実確認は事務局会計課長 

研究上の不正行

為に関する事案 
告発窓口 

庶務課 

（Tel:2128） 

研究の申請、実施、報告又は審

査における故意の捏造、改ざん

又は盗用、又は、これらの行為

の証拠隠滅又は立証妨害の告

発窓口 

公益通報事案 通報窓口 
庶務課 

（Tel:2128） 

本学の教職員が、本学又は本学

の役職員及び職員について法

令違反行為が生じ、又は、生じ

ようとしている旨の通報窓口 


